
 

アジア・アウトリーチ 2020年 12月祈祷課題 

 

今月は「トルコ」を覚えてお祈りください 
トルコは、西アジアのアナトリア半島（小アジア）と東ヨーロッパのバルカン半島東端の東トラキア地方

を領有する、アジアとヨーロッパの 2つの大州にまたがる共和国。首都はアナトリア中央部のアンカラ。 
 
トルコの経済・政治・宗教について 
 トルコでは伝統的な農業、近代的な工業そして観光業が盛んである。労働人口の約 30%が農業従事者
だ。東ではユーフラテス川やティグリス川を中心に開発されている。1990年代と2000年の初頭に経済改
革が行われ成長は一層早くなった。世界で 16 番目の経済大国であるものの、高い失業率が課題となっ
ている。EUはトルコの加盟を求めているが、加盟するための必要な改革は十分ではないままだ。 
 昔のオスマン帝国の領土は北アフリカ、アラビア、西アジア、そして南東ヨーロッパまで及んだ。第一次
世界大戦とともに帝国はなくなり、現在のトルコは 1923 年に独立国家となった。1983 年に民主的国家と
なったが、それまでに多くの内紛や不安定な社会情勢が続いた。1999 年までクルド民族の分離主義者
たちとの長い戦いが続き、30,000 人が犠牲になったとされている。2002 年から 2003 年までに続いた改
革によってクルド人の立場は大幅に向上した。 
 オスマン帝国は数あるイスラム教の聖地を堅く守り続けた。1920年以降、トルコは政教分離を掲げてい
る。政府は信教の自由を認めているが、宗教活動には制限がある。クリスチャンが殺され、脅迫されてい
る報告があることから、クリスチャンに対する迫害が少なからず存在している。 
 
トルコのその他の情報 

面積：779,452 ㎢ (日本の約 2.1倍) 人口：75,705,147（日本の約 60% 2010年時点）  
宗教： 
イスラム教 96.64% 
無宗教   3.10% 
キリスト教     0.21% 
その他   0.03% 

              ユダヤ教  0.02% 
トルコの最大都市イスタンブール 伝統格闘技「オイルレスリング」 イスタンブールを代表するモスク 

「光はやみの中に輝いている。やみはこれに打ち勝たなかった。」 ヨハネ 1:5 

祈祷課題 
地理的にも文化的にも重要な位置にあるトルコを覚えて 
 ヨーロッパとアジアの間にあり、中東的でもなく西洋的でもない。トルコ社会は世俗的だがイスラム教が
強い。トルコが祝福された将来を迎えるには、いくつかの課題を乗り越えなければならない。政府も軍も
国民も宗教とは無関係であるとは言っているが、一般のトルコ人は過激派のイスラム教徒のように反西
洋、反少数また反キリスト教的思想を掲げていることが多い。EU への加盟を求める党がある一方でこの
まま独立を守り、中東でリーダーシップをもっと発揮すべきだと主張する党もある。トルコが、神様のみこ
ころにかなった良い将来を迎えるには、神様の恵みと福音の光が必要だ。 

 
福音を特に必要としている民族グループを覚えて 
 クルド人問題はいまだ根強く続いており、トルコ全体で 1,500 万人はいるとされている。クルド人は偏見
と差別を受けながらも、トルコ国民の大半を構成している。軍とクルド分離主義たちとの間柄は悪く、
30,000 人ものクルド人が犠牲となっているほか、多くのクルド人の村が焼き滅ぼされている。住まいや仕
事を失ったクルド人たちは違法な仕事に就くことが多い。 
 クルド人のほかにも、福音を必要としているグループがある。トルコの 118 の大学では約 190 万人の学
生が在学しているが、キャンパス・ミニストリーなどの働きがない。子どもに対するミニストリーは法律上
禁止されている。このためホームレスになる子どもがおり、イスタンブールだけでも、30,000 人のストリー
トチルドレンがいるとされている。これらのグループに福音が伝えられる有効的な方法が必要だ。 

 
迫害や敵対を経験しているクリスチャンたちを覚えて 
 クリスチャンへの迫害は増加傾向にある。トルコの右翼系の人々やイスラムの過激派が主な迫害者た
ちだ。社会からの追放、警察によるいじめ、独断的な拘束、教会活動や礼拝の妨害といったことがクリス
チャンたちを不安にさせ、恐れを与えている。他にももっとひどい迫害が報告されている。苦しい状況の
中でも教会やクリスチャンたちがイエスにある忍耐をもって立ち続けていくことが必要だ。 


